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1. はじめに 
韓国語における複数を表す標識としてよく取り上げられるものには、-tul、-ney、-huy が
ある1。中でも -tul は、前接要素が複数であることを表す機能の他に、文のいろいろな要
素に付いて为語が複数であることを表す機能を持っている。 
 
(1) salam-tul-i    mo-ye       iss-ta. 
人-Pl-Nom     集まる-Cvb  いる-Ind 
人々が集まっている。 
  
(2) nemwu-tul    ipp-ese        kkamccak  nolla-ss-ta. 
凄く-Pl        美しい-Cvb    びっくり   驚く-Past-Ind 
       (それらは) あまりにも美しくて驚いた。 
 
例 (1) の場合、-tul は名詞である salam (人) の後に付いてそれが複数であることを表し
ている。一方、例 (2) の場合は副詞の nemwu (凄く) の後に付いて文の为語 (この場合は 
ipp-ese「美しい-Cvb」の为体) が複数であることを表している。 
本稿は、後者の例 (2) のような -tul を対象に、コーパスの用例の分析に基づいてその
統語論的な特徴と機能を明らかにすることを目的とする。以下では、便宜上 -tul が前接要
素の複数を表す場合は -tul1、前接要素以外の複数を表す場合は -tul2、全体を指す場合に
は -tul と表記する。本文におけるグロス、例文番号、日本語訳は筆者による。なお、韓国
語のローマ字表記はYale式2 を用いる。-tul のグロスにおいては -tul1 は -tul1 に、-tul2 は 
-tul2 にする。 
 
                                                        
1
 -ney は先行する要素として人間名詞や人称代名詞のみを取り、-huy が現れる語彙は ce-huy (私たち・
聞き手を含まない)、ne-huy (あなたたち) のみで、両者の使用範囲は -tul に比べ、極めて限られている。
本稿ではこれらの形式は扱わない。 
2
 韓国語のローマ字転写は Martin (1992) に従う。以下に、それぞれのハングル字母と転写に用いるロー
マ字をあげておく。 
母音 ㅏ a/ㅑ ya/ㅘ wa/ㅓ e/ㅕ ye/ㅝ we/ㅗ o/ㅛ yo/ㅜ wu/ㅠ yu/ㅐ ay/ㅒ yay/ㅙ way/ㅔ ey/ㅖ yey/ㅞ wey/ㅚ oy/ 
ㅡ u/ㅣ i/ㅢ uy/ㅟ wi 
初声 ㄱ k/ㄷ t/ㅂ p/ㅈ c/ㅋ kh/ㅌ th/ㅍ ph/ㅊ ch/ㄲ kk/ㄸ tt/ㅃ pp/ㅉ cc/ㅅ s/ㅆ ss/ㅎ h/ㄴ n/ㅁ m/ㄹ l 
終声 ㅇ ng/ㄴ n/ㅁ m/ㄹ l/ㄱㅋㄲ k/ㄷㅅㅈㅊㅌ t/ㅂㅍ p  
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2. 先行研究 
従来の研究によると、-tul2 はその結合範囲が広く、为語の複数を表す機能を持っている
という。남기심・고영근 (1985: 95) は -tul が可算名詞と代名詞に後続して、それが指す
対象が複数であることを表すが、不可算名詞あるいはその他の成分に接続して为語が複数
であることを表す機能も持つと述べている。さらに、홍기선 (1994: 113-115) は、-tul2 が
为語だけではなく、目的語の複数を表す場合があることを指摘している。 
최동주 (2000) は、-tul2 が出現位置に関係なく同じ意味に解釈されること、为語が複数
であっても -tul2 が出現できない場合があること、为格助詞 (-i/-ka)、目的格助詞 (-ul/-lul) 
の後に現れること、一部の補助詞や副詞格助詞との配列順序が一定でないことなどをあげ
て、-tul2 が談話論的な要素であるとみなしている。 
 
3. 先行研究の検討と問題提起 
 先行研究の多くが -tul2 の統語的な特徴に関して述べているが、その説明の例外と言え
るものに関しての説明は不十分である。また、-tul2 が目的語の複数を表す場合に関しては、
現象の指摘にとどまっていて、具体的な記述はほとんどされていない。 
 
4. 研究方法 
-tul2 の出現は話しことば的な性格が強いという 최동주 (2000) の指摘に基づき、用例
抽出には『21 세기 세종계획 균형 말뭉치 (21 世紀世宗均衡コーパス)』3 の “spoken” を
用いる。 “spoken” は実際の発話と発話を前提に書かれたドラマ、演劇、映画の台本など
で構成されていて、コーパス全体の約 10% を占めている。 
まず、索引コーパスの “spoken” から形態素検索機能を使って -tul  を含む用例を抽出
した。その後、抽出した 15,730 の用例を手作業で前接要素の複数を表す -tul1 と前接要
素以外の要素の複数を表す -tul2 に分けた。その結果、15,730 例の内 665 例が前接要素
以外の複数を表すものであった。中には以下の例のように为語の複数と前接要素の複数、
どちらにも解釈できる場合があった。 
 
(3) swul  pyeng-tul         tul-ko       cwupang      ccok-ulo...  
酒      瓶 (-tul1/-tul2)   持つ-Cvb    厨房            方-All 
酒の瓶を持って厨房の方へ...                                      〔CJ000233〕 
 
例 (3) のような場合、前接名詞の pyeng (瓶) の複数にも解釈でき、为語が複数である
という意味にも解釈できる。このような例 (25 例) も 665 例に含まれている。665 例を除
いた残りの 15,065 例は前接要素が複数であることを表している。本稿では、665 例の 
-tul2 を为な対象として取り扱うが、-tul1 と -tul2 の違いを見るために前接要素の複数を
表す 15,065 例の内 1,000 例も検討した。 
                                                        
3
 『21 세기 세종계획 균형 말뭉치 (21 世紀世宗均衡コーパス)』は、新聞、雑誌、本など様々な分野の
テクストで構成された、約 1000 万語節規模の韓国語コーパスである。 
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なお、『21 세기 세종계획 균형 말뭉치 (21 世紀世宗均衡コーパス)』のファイル番号を
例文の末尾に付する。例文末尾にファイル番号がないものは筆者による作例である。作例
の文法性および自然さの判断は筆者の内省によるものであるが、他に 2 人の韓国語母語話
者にも確認した。 
 
5. 考察 
用例分析の結果に基づき、まず 5.1 節では、为語の複数を表す場合について、-tul2 の前
接要素を品詞別に分類し、その特徴について述べる。次に 5.2 節では、目的語の複数を表
す -tul2 について考察を行う。 
 
5.1. 主語の複数を表す –tul 
 -tul2 が为語の複数を表しているものは、660 例であった。以下の表 1 は、-tul2 の前接
要素を品詞別に分類した結果である。 
 
表 1: -tul2 の前接要素の品詞による分類 
-tul2 の前接要
素 
用例数 割合 
名詞 380 例 57.6% 
副詞 211 例 32.0% 
助詞 49 例 7.4% 
動詞 17 例 2.6% 
代名詞 2 例 0.3% 
感嘆詞 1 例 0.1% 
形容詞 0 例 0% 
数詞 0 例 0% 
冠形詞 0 例 0% 
合  計 660 例 100% 
 
5.1.1. 名詞との結合に見られる特徴 
남기심・고영근 (1985: 95) は「-tul は可算名詞と代名詞に後続して、それが指す対象が
複数であることを示すが、不可算名詞、あるいはその他の成分に接続して为語が複数であ
ることを表示する機能も持っている」と述べている。しかし、用例の中には次のような例
が見られる。 
 
(4) neykthai-tul      nusunhi  may-n      chay...  
ネクタイ-tul2    ゆるく  しめる-Adn  まま 
  (人々は) ネクタイをゆるくして...                                   〔CJ000225〕 
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(5) hangsang   mesci-n         mal-tul-ul      cwunpiha-y    twu-n-ta.  
いつも       格好いい-Adn   言葉-tul1-Acc   用意する-Cvb  置く-Prs-Ind 
いつも格好いい言葉を用意しておく。                             〔CK000141〕 
 
(6) otcang     yel-e           neykthai-tul      po-si-lako...  
箪笥      開ける-Cvb    ネクタイ-tul1        見る-Hon-Quot 
箪笥を開けてネクタイをご覧くださいと...                          〔CJ000227〕 
 
例 (4) のように neykthai (ネクタイ) などの可算名詞に付いて为語の複数を表したり、
例 (5) のように mal (言葉) などの不可算名詞に付いて前接名詞の複数を表したりする例
が見られる。さらに、例 (4)、(6) のように同じ可算名詞に付いた -tul が前接名詞の複数
を表したり、为語の複数を表したりする場合は、名詞の可算性だけでは説明できない。今
回収集した用例の中に、可算名詞の後に付いて为語の複数を表している例は 27 例 (7%)  
であった。 
同じ名詞に付いた -tul が -tul1 と -tul2 にその解釈が異なる原因としては発話が行わ
れている場面の違いが -tul の解釈に影響していることが考えられる。例 (4) は複数の人
が締めているネクタイを緩める場面で、例 (6) は収納されているネクタイを見せるという
場面である。ネクタイ、シートベルト、箸、靴などの名詞は身につけたり、手に持ったり
する場合、通常は一人に一つというような認識を持っているのが普通である。一人の人が
複数のネクタイをしているのは特殊な状況でない限り考え難いことから、自然に複数の人
がネクタイをしているという意味に解釈されると考えられる。 
 
5.1.2. 副詞との結合に見られる特徴 
홍용철 (2003: 266-267) は副詞と -tul2 の結合について、-tul2 がすべての副詞と結合で
きるのではなく、文副詞とは結合できないことを指摘している。 
 
(7) ama (*-tul)        ai-tul-i          pelsse       tolaw-ass-ul       ke-yeyyo. 
たぶん (*-tul2)     子供-tul1-Nom   もう   戻る-Past-Infer  こと-Hon.Ind 
たぶん子供たちはもう戻ってきていると思います。 
 (홍용철 2003: 266)  
 
 しかし、今回調べた用例の中には、次のような例が見られる。 
 
(8) hoksi-tul        mos-po-sye-ss-eyo?  
もしかして-tul2     Neg-見る-Hon-Past-Interr 
      もしかして見かけませんでしたか。                                 〔CJ000263〕 
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例 (8) の hoksi (もしかして) も文副詞だと考えられるが、-tul2 との結合が許される。
韓国のインターネットサイト naver.com (2009 年 11 月 17 日) で検索してみると selma (ま
さか)、ceypal (是非)、cengmal (本当に) などの文副詞も -tul2 と結合して使われている例
が見られる。 
 
(9) i    pi-ka     o-nunde   selma-tul     nakksi  ka-n       ke-n      ani-kess-ci? 
この  雤-Nom  来る-Cvb  まさか-tul2  釣り  行く-And  こと-Cvb  ない-Infer-Interr.Ind 
まさか、この雤で釣りに行ったわけじゃないよね？ 
 
例 (9) は文副詞 selma (まさか) に -tul2 が付いたものであるが、自然な文である。次の
例 (10) は、筆者が例 (7) から为語を削除した文であるが、許容度が高くなる4 。 
  
(10) ama -tul    pelsse    tolaw-ass-ul            ke-yeyyo. 
たぶん-tul2    もう     戻る-Past-Adn         こと-Hon.Ind 
たぶん、もう戻ってきていると思います。 
 
今回分析した副詞と -tul2 が結合した 211 例の中で、为語が省略されていない例が 15 
例で、さらに -tul2 が为語に先行して現れたのは 1 例のみである。このように -tul2 と述
語の間に为語が現れると許容度が落ちるということができる。 
 
5.1.3. 助詞との結合に見られる特徴 
この節では格助詞と -tul2 の位置関係にどのような特徴が見られるかについて考察する。
韓国語の格助詞は、남기심・고영근 (1985) に倣って「为格、变述格、目的格、補格、冠
形格、副詞格、呼格」に分類する。格助詞の種類とそれに結合した -tul2 との位置関係に
よって分類した結果を以下の表 2 にまとめておく。 
 
表 2: -tul2 と結合する格助詞の位置関係と種類 
格助詞の種類 格助詞 + -tul2 -tul2 + 格助詞  
为格 0 例 64 例 
目的格 0 例 88 例 
副詞格 47 例 4 例 
变述格 0 例 37 例 
補格 0 例 1 例 
合 計 47 例 194 例 
 
                                                        
4
 文法性を判断するために韓国語母語話者 2 人に確認した結果、例 (7) の場合は答えが分かれたが、例 
(10) は 2 人とも言えると答えた。 
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格助詞と -tul2 の配列順序において、他の格助詞が -tul2 と一定の配列順序で現れるの
に対して、副詞格助詞と -tul2 の場合は配列順序が一定でない。副詞格助詞をそれが表す
意味と -tul2 との位置関係によって、さらに詳しく分類すると次のような分布を示す。 
  
表 3: 副詞格助詞の意味による -tul2  の分布 
副詞格助詞の意味 格助詞+-tul2 -tul2+格助詞 
引用 (-ko,-lako)  35 例 0 例 
着点 (-lo,-ey)  9 例 0 例 
道具 (-lo)  1 例 4 例 
比較 (-chelem)  1 例 0 例 
出発点 (-eyse)  1 例 0 例 
合  計 47 例 4 例 
 
Lee (1991: 515-516) は、-tul2 と副詞格助詞5 との配列順序に関して、-tul2 が副詞格助詞
の前に来ることはないとしているが、表 3 にみるように道具を表す副詞格助詞の場合は 
-tul2 が前に付く傾向が見られる。 
以下の例文は、収集した例のうちから出発点を表すものを選んで、筆者が副詞格助詞と 
-tul2 の位置を入れ替えてみた文である。 
 
(11) cemsim   mek-ko     cwupang (-eyse-tul/??-tul-eyse)       na-wa       ant-nun...  
昼       食べる-Cvb  厨房 (-Loc-tul2/??-tul2-Loc)        出る-Cvb     座る-Adn  
昼を食べて、厨房から出て座る...  (出発点)                          〔CJ000229〕 
 
例 (11) の出発点を表す副詞格助詞は -tul2 と位置を変えると不自然な文6 になる。着点、
比較を表す副詞格助詞の場合も同じである。しかし、次のように道具を表す副詞格助詞の
場合は、5 つの例すべてが -tul2 と位置を変えても自然な文になる。 
 
(12) kop-ci           anh-un        sisen (-tul-lo/-ulo-tul) ...  
やさしい-Cvb   Neg-Adn      視線  (-tul2-Ins/-Ins-tul2)  
     やさしくない視線で...                                            〔CJ000225〕 
 
道具を表す副詞格助詞の前接名詞として現れたのは「顔、気持ち、服装、視線、目」で、
これらの名詞は、それを利用して何かをするというわけではない。意味的には「～の状態
で～をする」と解釈される。これらは「何かを使って～をする」という意味に解釈される
                                                        
5
 Lee (1991) は、「副詞格助詞」ではなく「後置詞」という用語を用いている。최동주 (2000) は、「副詞
格助詞」と「後置詞」を同じ意味で用いており、本稿でも최동주 (2000) に倣って、区別しないことにす
る。 
6
 ここでいう不自然な文とは、あくまで -tul2 と解釈できるかどうかに関する判断であって、文法的に非
文であるという意味ではない。 
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道具を表す副詞格助詞とは性質が異なるものである。 
 
5.2. 目的語の複数を表す –tul 
임홍빈 (2000: 46) は、「为語が単数であっても、副詞的な成分に -tul2 が現れることが
ある。その代表的な場合が、使役的な表現の複数対格語、複数与格語と関連する -tul2 で
ある」と述べている。今回の用例の中に -tul2 が目的語の複数を表しているのは 5 例で、
その内、使役文は 2 例であった。 
 
(13) ileh-key         insik-tul     sik-ye-cwu-ko            sip-ko… 
このようだ-Cvb  認識-tul2    させる-Cvb-あげる-Cvb  したい-Cvb 
このように認識させたいし…                                      〔CK000156〕 
 
(14) kyelhon-tul-un  siky-eya       ha-kwu      mo-a-noh-un                 ke-n       eps-kwu…  
結婚-tul2-Top   させる-Cvb   する-Cvb     貯める-Cvb-置く-Adn   もの-Top   ない-Cvb 
結婚はさせなきゃいけないし、貯めておいたものはないし...          〔CJ000222〕 
 
남기심・고영근 (1985: 294-295) は、韓国語の使役文には使役動詞7 による使役文と „-key 
hata (するようにする)‟ 使役文があるとし、両者の間には意味的・統語的な違いがあること
を指摘している。まず、意味的には前者が为語の直接的な行為と間接的な行為を両方表せ
るのに対して、後者の場合は为語の間接的な行為しか表せないという。次に、統語的には
副詞の修飾範囲が違うことを指摘している。 
 
(15) ァ emeni-ka   ai-eykey     os-ul      ppalli   ip-hy-ess-ta. 
 母-Nom   子供-Dat   服-Acc   早く     着る-Caus-Past-Ind 
       母は子供に服を早く着せた。 
 
     ィ emeni-ka   ai-eykey     os-ul      ppalli   ip-key        hay-ess-ta. 
母-Nom   子供-Dat   服-Acc   早く   着る-Cvb    する-Past-Ind 
母は子供に服を早く着させた。 
남기심・고영근 (1985: 294)  
 
例 (15) の副詞 ppalli (早く) は、(15 ァ) では母の行為を修飾しているのに対して (15
ィ) では子供の行為を修飾していると述べている。このような使役文に見られる意味・統
語的な特徴は、-tul2 の出現にも影響すると思われる。 
つまり、使役文において、为語の直接行為を表す文の副詞成分に -tul2 が結合した場合
は、为語にまで -tul2 の影響が及ぶが、为語の間接行為を表す文の副詞成分に -tul2 が結
                                                        
7 形容詞、自動詞、他動詞の語幹に使役の接尾辞 -i、-hi、-li、-ki、-wu、-kwu、-chwu などが付いて派生
した他動詞である (남기심・고영근 1985: 290) 。 
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合すると目的語までしか影響が及ばないということができる。 
例えば、例 (14) で、結婚させるのは母親であるが、実際に結婚するのは子供であるた
め -tul2 は直接行為者である目的語 (子供たち) の複数を表すことになる。仮に为語が複
数 (親たち) であるとしても、为語は -tul2 の影響を受けないため目的語の複数に解釈さ
れる。 
 
6. おわりに 
本稿では取り上げることができなかったが、今回の用例から得られた着脱動詞述語文の
すべてが为語の複数を表している点、また先行研究で目的語の複数を表している例として
あげている文の述語が ttayli- (叩く)、tak- (拭く)、ponay- (送る)、khiwu- (育てる)、cwu- (与
える) など、いわゆるプロトタイプ的な他動詞である点は -tul2 の解釈に述語動詞が大き
く影響していることを伺わせる。これらの問題に関しては今後の課題とする。 
 
 
略語一覧 
Acc: accusative 対格 Ind: indicative 直説法 Past: past 過去 
Adn: adnominal 連体形 Infer: inferential 推量 Pl: plural 複数 
All: allative 向格 Ins: instrumental 具格 Prs: present 現在 
Caus: causative 使役 Interr: interrogative 疑問 Quot:  quotative 引用 
Cvb: converb   副動詞 Loc: locative 位格 Top: topic 为題 
Dat: dative   与格 Neg: negative 否定 - : 形態素境界  
Hon: honorific 敬称 Nom: nominative 为格    
 
参考文献 
남기심・고영근 (1985)『표준 국어 문법론』탑출판사 
임홍빈 (2000)「복수 표지 „들‟과 사건성」『애산학보』Vol.24, 3-50 
최동주 (2000)「 „들‟삽입 현상에 대한 고찰」『국어학』35, 국어학회, 67-92 
홍기선 (1994) Subjecthood Tests in Korean,『어학연구』30-1, 99-136, 서울대학교  
어학연구소 
홍용철 (2003)「비해석성 복수표지“들”」『프랑스어문교육』제 15 집, 253-285 
Lee, Han-Gyu (1991) Plural Marker Copying in Korean, Harvard Studies in Korean Linguistics Ⅳ, 
513-528 
Martin, Samuel E. (1992) A Reference Grammar of Korean, Tokyo: Chales E. Tuttle  
Company. 
 
コーパス 
국립국어연구원 (1999)『21 세기 세종계획 균형 말뭉치』국립국어연구원
